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§1.ま え お き

いわゆる大気安静療法が根幹をなしていた時代の肺結

核患者の運命はまことに暗いものであつたが,化 学療法

や蔵達療法等の新しい療法が現われてからは大分その様

相が違つてきた。それならばその運命は具体的にはどの

ように好転 したのであろうか,こ の間の変動を比較して

みるのもあながち無意味ではなかろうと考えて少しく調

査を行なつた。すなわち時代を異にして療養所を退所 し

た肺結核患者について,退 所後ほぼ等しい年月経過した

時点における状況を比較検討し若干の考察を加えたので

ある。

§2.調 査の対象ならびに調査方法

調査の対象には化学療法や直達療法等の出現後の肺結

核患者群として1955年(昭 和30年)1月1日 から同

年12月 末日までの1年 間に国立千葉療養所を退所 した

患者群を選んだ(本 文では以下1955年 群 と呼称する)。

その総数は247例 である。これに対 していわゆる大気安

静療法時代の患者群として1943年(昭 和18年)11月1

日より1944年(昭 和19年)10月31日 までの1年 間に

同じ療養所(当 時は傷鹿軍人千葉療養所と称していた)

を退所 した患者群を選んだ(本 文では以下1943年 群 と

呼称する)・その総数は335例 である。この中には在所

中人工気胸術を行なつたものが40例 あるが以下におい

て区別はしなかつた。また退所後の遠隔成績については

1955年 群では1960年(昭 和35年)10月31日 現在

の状況により,1943年 群では1949年(昭 和24年)9

月1日 現在の状況により論ずることとした。 したがつて

両群の退所後の経過年数はほぼ等しく最短4年11カ 月

が ら最長5年10ヵ 月に達している。調査の方法は一定

の事項を印刷した調査票用紙を返信料付きで退所者宛に

郵送 し,記 入のうえ返送を求めたもので,居 所不明のも

のに対してはいろいろ手段を尽くし最終的には本籍地町

村役場等を煩わ したものもある。その調査項 目は化学療

法,直 達療法に関係した事項を除 き両群それぞれの調査

時において大差はない。なお1955年 群については国立

療養所退所結核患者管理協同研究班に参加 したときの調

査成績であり,1943年 群についてはかつて私が調査を試

みたときの成績である。

§3.両 群の背景的因子

1955年 群は総数247例 で,そ のうち男178例(72 .1

%)女69例(27・9%)で あ るが,1943年 群は総数335

例全部男で女を含まない。年齢階級別にみると表1の ご

とくで前者では20～29才 の ものは37.7%,30～39才

Table1.AgeDistribution◎fCasesin

BothGroups

Agel19559・ ・up}19439・ ・up

15～194(1・6%)13(3 .9%)

20～2993(37・7%)235(70 .1%)

30～39112(45・3%)81(24 .2%>

40～4934(13 ・8%)6(1.8%)

50～594(1 .6%)O

T・tal247(1・ α・刎335(・ ・α ・%)

のものは45・3%を 占めているが,後 者では20～29才

のものが70・1%・30～39才 の ものが24 .2%を 示 して

居る。在所期間を比較すると表2の ごとくで,前 者では

在所期間1年 未満のもの16.2%,1年 以上2年 未満のも

の21・8%と なつているのに対 し
,後 者では1年 未満の
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Table2.AdmissionPeriodinB◎thgroups

Ad磁igsioaper三 〇d

(yeaτ)

Lesstha盆1year

1～

2～

3～

4～

5～

Tota1

1955group

40(16.2%)

54(21.8%)

45(18.2%)

31(12.5%)

15(6.1%)

62(25.2%)

247(100.0%)

1943group

214(64.0%)

57(17.0%)

28(8.4%)

14(4.2%)

12(3.6タ6)

10(2.8%)

335(100.0%)

もの64・0%,1年 以上2年 未満のもの1γ.0%を 示 し,
一般に前者に比 し在所期間が短いものが多い

。したがつ

て平均在所 日数でも前者では1,298日 であるのに対 し後

者では419日 と短 くなつている。以上背景的因子を概観

するに1955年 群 と1943年 群とでは時代的に10年 以

上の開きがあること,そ の間にわが国未曽有の大戦争,

敗戦 それに続 く社会的大混乱といつた歴史的大事件が

あつたこと等により両群の性別,年 令階級構成 在所期

間等に均質性を欠く憾みがあるが,社 会的要素を除外し

えない人間の集団を時を隔てて比較する場合,到 底動物

実験における実験群と対照群との比較のように簡単には

いかないのはけだ し止むをえない宿命であろう。

§4.調 査成績の概要

調 査 票 を集 計 した 結 果 は 表3の ごと くで 退 所 後4年11

Table3.LateResultsof.B◎thGroups

カ月 よ り5年10カ 月経 過 した時 点 に おい て1955年 群 で

は 総数247例 中す で に 死亡 した者 は4 .1%,う ち 結核 死

2・8%・ 生 存者83・4% ,不 明の もの12,5%と なつ て い

る が,1943年 群 では 総 数335例 中す で に死 亡 し た 者

31・4%,生 存 者55 .8%,不 明 の もの12.8%を 示 し,後

者 で は著 し く死亡 例 が 多い の が 目に つ く。

これ らの 中か ら消 息不 明 の も のお よ び在 所 当時 の 記録

不 備 の もの を除 いた症 例 に つ い て以 下 に少 し く立 ち入 つ

た 調査 を 行 なつ た ・ そ の数 は1955年 群 で は216例(総

数247例 の87.5%に 当た る)。1943年 群 では261例(総

数335例 の78.0%に 当 た る)で あ る。

Lateresults 1955group 1943group

Alive

Dead

Unknown

206(83.496)

10(4.1%)

31(12.5%)

187(55.8%)

105(31.4%)

43(12.8%)

Tota1 247(100。0%)335(100.0%)

§5.退 所時喀膝中排菌状況別にみた遠隔成績

退所時喀疾中排菌状況に関 しては少し説明の必要があ

る。すなわち1955年 群では全症例にまず塗抹検査が行

なわれ,塗抹陽性および塗抹陰性の判定を受けたうえで,

塗抹陰性のものについては全例にさらに培養検査が行な

われている○ したがつて全症例は塗抹陽性,培 養陽性,

培養陰性の3群 に分類せられることになる。これに対し

て1943年 群でも同じく全症例について塗抹検査が行な

われ,塗 抹陽性および塗抹陰性の判定を受けていたが,

しかし当時の物資欠乏等の事清で塗抹陰性のもの全部に

対し培養検査を行なうことは不可能であつたため,外 気

患者等一部の限られたものにだけ培養が行なわれたにす

ぎなかつた。それゆえ全症例は塗抹陽性,塗 抹陰性,培

養陽性,培 養陰性の4群 に分類せられることになる。ま

た1955年 群 と1943年 群 とでは退所年月に10年 以上の

隔 りがあるため,等 しく塗抹検査といつても前者では蛍

光法が,後 者ではチール ・ガベ ット法がそれぞれ用いら

れており,等 しく培養検査といつても,前 者では小川培

地が,後 者では岡一片倉培地が用いられているなどその

検査方法には若干の相違が認められるが止むをえないこ

とと考える。以上検査方法の若干の相違は 別 と して,

Table4.LateResultsObservedbytheBacteri◎10gicalFindingsattheTimeofDischarge

Bacter三 〇10gica1

最nd三 蕊gs

Smear(十)

Smear(一)

Culture(十)

Culture(一)

T◎tal

1955group 19439r◎up

AliveiDeadlT・talAlivel Dead Tota1

2
100.0%

《U

(U

2
100.0% 〔0.9%噛

Aり

AU

。/〆 〆/♂
剖〆

4(1)
50.0%(12.5%)

〆ノ/

4

50。0%

8i
100、0%1

〔3.7%〕

91
71.1%

15
75.0%

44ヒ44

100.0%i100.0%
[16.8%3

200
97.1%

206
95,4%

6(2)
2.9%(1。0%)

10(3)
4.6%(1.4%)

206
100.0% 〔95。4%〕

216
100.0% [100.0%]

37(1)

28.9%(0。8%)

5
25.0%

62・7(1)

89.9%i10.1%(1.4%)
…

16893(2)
64.4%35.6%(0.8%)

128[49 .2%]100.0%

20[7
。6%]100

・0%i

69
100,0%

261
100.0%

[26.4%]

[100。0%]

Note:Casesshow箆inpare斌hesisdeRotethedeathofnon-tuberculousor玉gi蕊.
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両群の退所時排菌状況をみると表4の ごとくである。す

なわち1955年 群 では216例 中退所時塗抹陽性のものは

わずかに0・9%で あるが,1943年 群 では261例 中塗抹

陽性のものは16。8%を 示 し,後 者では戦時中という当

時の世情を反映 し塗抹陽性のままで退所 したものがかな

りあるのが目立つている◎次に退所時喀疾中排菌状況別

にその遠隔成績をみれば,同 じく表4に みるごとくで,

1955年 群では培養陰性のものの死亡例は206例 中 う2。9

%,う ち結核死は1.9%に す ぎないが,1943年 群では

培養陰性のものの死亡例は69例 中10.1%,う ち結核死

は&7%を 示 している。また塗抹陽性のものについてみ

れば1955年 群ではわずかに2例 で,い ずれも生存 して

いるが,1943年 群では44例 中全例死亡 している。これ

らの成績をみてもこれまでに多 くの人々により指摘され

ているごとく退所時の排菌状況はその予後と密接な関係

があること,1955年 群では1943年 群に比し予後が相当

改善せられたことを示している◎

§6。 退所時喀餐中排菌状況と生存者の健康状態

以上では生存か,死 亡かをもつぱら問題として取 りあ

げたが,し かし生存者だけについてみれぽ健康状態でい

るか,療 養生活を余儀なくされているかということは患

者本人にとつてはもちろんであるが,社 会にとつても重

大問題である。この点を退所時排菌状況との関連におい

て調べると表5の ごとくである。それによると1955年

群 の生存者中退所時培養陰性のものでは200例 中健康の

Table5。Co貸ditio無ofSurvivoτsbytheBacteriologicalFiagingsattheTimeofDischarge

Bact.fi簸dings

Smear(十)

Smear(一)

Culture(十)

Culture(一)

Tota1

ユ955group 1943group

Hea!thy
U箆deτ

tズea鉱 撤e滋t
Tota1 Hea!thy

Uader
treatme就

Tota1

2

0

3

185(92.5%)

190(92。2%)

0 2 00 0

0 0 66(79.4%)17(2α6%) 83(100.0%)

1 4 105 15

15(7.5%) 2・・(100.0%)i53(898%)6(・ α2%) 59(100.0%)

16(7.8%) 2・6(・ ・α ・%)・29(8a2%)} 28(17.8%)157(100.0%)

ものは92.5%,療 養 中のものは7.5%を 示すが,1943

年群の生存者中退所時塗抹陰性のもの(培 養を行なつて

いないもの)で は83例 中健康のものは79。4%,療 養中

のものは20.6%,培 養陰性のものでは59例 中健康のも

のは89.8%,療 養 中のものは10.2%を 示 しているう以

上を通覧すると1943年 群でも幸いにして生残つた者だ

けを問題にすれぽ思つたほど成績は悪 くない結果となつ
4

て い る。

Table6. LateRサs犠1tsbytheTypeofPulmo臓ayLesionsattheTimeofDischarge

Typeoflesio獄s

B

(in五1t.caseous)

C

(丘bro-caseous)

D
(indurative)

E
(disseminative)

Re
(resection)

Th
(thoracoplasty)

1955grOUP

Alive} Dead Tota1

15
88.2%

33
100.0%

6
100.0%

/
/

76
97。5%

74
92.6%

Others

T◎ta1

2
100.0%

206
95,4%

2
1L8%

0
%0

0
%0

/

。/

2(1)
2.5%(1.2%)

6(2)
7.4%(2.4%)

0
%0

10(3)

4.6タ6(1、4%)

17
100.0%

33
100.0%

6
100.0%

/
/〆
/

78
100.0%

80
100.0%

2

100。0%

216

100、0%

[7.9%】

[15.3%】

[2.8%]

/酬

19439foup

Alive

100
53.2%

64
97.0%

'2

100.0%

〆/

[36.1%]

[37.0%]

[0.9%」

〔100。0%〕

2
40.0%

/
/
〆

ガ'/

/

//

/∠

。/〆

/

./
168
64.4%

Dead

88(1)
46.8%(0.6%)

2(1)
3.0%(1.5%)

0
%0

3
60.0%

ノ〆〆

/〆'

。/・/
〆 ボ

。///

//
訓/ノ認/

93(2)
35.6%(0.8%)

Tota1

188
100.0%

66

100。0%

2
100.0%

5
100.0%

/
,/

//
/

/〆

./
/

100.0%

[72.0%]

[25.3%]

[0.8%]

[1。9%ユ

,/

./

/

//

〔100.0%〕

Note:Caseshowni無paどenthesisde箆otedeathof笈 ◎r紅一tubercul◎u8◎r圭9三a .
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§7ザ 退所時胸部X線 写真所見と遠隔成績

退所時胸部X線 写真所見を学研肺結核病型分類によっ

て分類すると表6に 示す ごとくである。すなわち1955年

群では216例 中Th型(胸 廓成形術を行なつたもの)は

37.0%,Re型(肺 切除を行なつたもの)は36.1% ,C

型(線 維乾酪型)は15.3%,B型(浸 潤乾酪型)は7.9

%と なつているのに対 し,1943年 群では261例 中B型

は72,0%,C型 は25.3%を 示 し,Th型,Re型 は1

例 もない◎

これら退所時胸部X線 写真所見と遠隔成績との関係を

みるため結核による死亡者に着目してみれば1955年 群

ではRe型78例 中1・3%,Th型80例 中5 .0%,B

摯17例 中11・8%C型33例 中0%と なつているの

に対 し・1943年 群ではB型188例 中462% ,C型66

例 中1・5%を 示 している。以上を通覧し1955年 群は各

病型を通じ死亡者が著明に少ない。また生存者のみにつ

いて病型別にその健康状態をみるに表7の ごとくで療養

Table7.Condition.ofSurviv◎rsbytheType◎fPuユmonaryLesions

attheTimeofDischarge

Typeoflesi◎ 捻s

Bi

(1面1t.caseous)

C

(Fibro-case◎us)

D

(lndurative)

E

(Disseminative)

Re

(Resecti◎n)

Th

(Thoracoplasty)

Others

Tota1

1955grou】 ρ

Healthy
U無dα

treat】 脇eat Tota1

ユ943grOuP

14(93.4%)

30(91.0%)

6

0

73(93.5%)

66(91.7%)

1

}・9・(ga2%)

1(6.6%)

3(9.0%)

0

0

5(6.5%)

6(8.3%)

1

16(7。8タ6)

H・althy{t.9臨t

15(100.0タ6)171(76.3%)

}33(100
.,0%)54(90.0%)

6

O

l78(100
.096)1
ミ{

72(100.0%)

2

2

2

0

0

0

TotaI

22(23。7%)193(100.0%)

6(10.0%)60(100。0%)

0

0

0

0

0

2

2

0

0

0

2・6(・・α ・%)・2ρ(8Z2%)128(・ 乞8%)1・57(・ ・α ・%)

Table8。OccupationofMaleCasesattheTimeofInquiry

Ra滋k

1

2

3

4

5

6'

7

ユ9559foup

Occ晃 ユpation {
Clerk

Shopman

IndustrialEngineer

Medicalandsa簸itary

serv工ce

Farmer,fisherman,

woodman

Teacher

Others

Tota1

No。%

51(39.5%)

21(16.3%)

8(6.2%)

7(5.4%)

7(5.4%)

6(4.6%)

29(22.6%)

129(100.0%)

1943group

Occupati◎a 1 No.%
Farmer,且sherman,

wo◎dman

Clerk

Shop鵬an

Labourerinmanufac-

turingiadustry

Industrialengineer

Teacheτ

Others

40(32.0%)

35(28,0%)

9(72%)

8(6。4%)

7(5.6%)

4(3.2%)

22(17.6%)

Tota1
1125(100・0%)
∫

Note:Occupat三 〇鳳sareclassi薮edaccordiP、gtotheoccupati◎nald&ssi負cationforcensus.

中 の ものは ユ955年 群 で はRe型78例 中6.5%Th型

72例 中8、3%,B型15例 中6.6%,C型33例 中9 .0

%と なっ てい るが,1943年 群 で はB型93例 中23.7%,

C型60例 中10.0%を 示 し,前 者 で は療 養 中 の もの の

率が一般に低率の傾向を表わしている。

§8.退 所後に従事 している職業の比較

退所後の職業は入所時の各群の職業構成が違つていれ



ば当然違つてくるので比較することはあまり意味がない

かも知れないが,し か し退所後どのような職業に従事し

ているかを知る意味において表8に 掲げた。職業分類は

国勢調査に使用したものに準拠したもので調査にさいし

職業の明らかな男子患者のみを取 りあげた。

それによると1955年 群 では129例 中事務者39.5%,

商的作業者16.3%,工 的技術者6.2%,医 療保健的職業

  Comparison of the Late Results of Sanatorium 

Treatment for Pulmonary Tuberculous Patients 

Discharged from the National Chiba Sanatorium 

in 1955 and  1943-1944 

  Rep. 1. Comparison of the present status of the 

cases at the time of inquiry in both groups. 

  The prognosis of pulmonary tuberculous patients 

was very much improved through the development 

of chemotherapy and surgical treatment. The author 

compared the late results of sanatorium treatment 

for pulmonary tuberculous patients discharged from 

the National Chiba Sanatorium during the period 

from 1 January 1955 to 31 December 1955 and that 

from 1 November 1943 to 31 October 1944. The for-

mer group (1955 group) composed of 247 cases treat-

ed by chemotherapy only or with surgical treatment 

during admission, and was followed up for 4 years 

and 11 months to 5 years and 10 months. The 

latter group (1943 group) composed of 335 cases 

treated by conservative treatment during admission, 

and was followed up for about the same period. 

Inquiry card was mailed to the patients, and after 

filling the inquiry, the card was sent back to the 

author. The results obtained were the following 

    1. Background factors of both groups were 

rather different as shown in Tables 1 and 2. Gene-

rally speaking, the age of the patients was younger 

and the admission period was shorter in 1943 group 

than in 1955 group. 

   2. In 1955 group, 83. 4% were alive, 4. 1% 

were dead and 12. 5% were unknown at the time of 

inquiry, and in 1943 group, corresponding figures 

were 55. 8 %, 31. 4 % and 12. 8 % respectively. 

(Table 3)

5.4%,農 林水産作業者5.4%と いつた状況であるが,

1943年 群では125例 中農林水産作業者32・0%,事 務者

28.O%,商 的作業者72%そ の他の工的製造作業者6・4

%,工 的技術者5.6%な どとなつてお り・前者において

農林水産作業者の占める割合が著しく低 くなつているの

が目につく。

   3. At the time of discharge, culture  negative. 

cases occupied 95. 4 % in 1955 group and 26. 4 % in 

1943 group. Comparing the fatality rate by the 

bacteriological findings at the time of discharge, in 

1955 group, the rate was 1. 9% in culture negative 

cases, while in 1943 group, the rate was 100% in 

smear positive cases, 28. 9% in smear negative cases, 

and 8. 7% in culture negative cases. (Table 4) 

   4. Among cases aliving at the time of inquiry, 

92. 2 % were healthy in 1955 group and 82. 2 % in 

1943 group. Even in the latter group, 89. 8% were 

healthy when sputum was culture negative at the 

time of discharge. (Table 5) 

   5. Observing the fatality rate by the type of 

pulmonary lesions at the time of discharge, in 1955 

group, the rate was 1. 3% in resection cases, 5. 0% 
in thoracoplasty cases, 11. 8% in infiltrative caseous 

type, and 0% in fibro-caseous and indurative types, 

while in 1943 group, the rate was 46. 2% in infil-

trative caseous type and 1. 5% in fibro-caseous type. 

(Table 6) 
   6. Comparing the rate of healthy cases to the 

whole cases aliving at the time of inquiry by the 

type of pulmonary lesions, in 1955 group, the rate 

was 93. 5% in resection cases, 91. 7% in thoraco-

plasty cases, 91. 0% in fibro-caseous type, and 93. 4% 
in infiltrative caseous type, while in 1943 group, 

the rate was 90. 0% in fibro-caseous type and 76. 3% 

in infiltrative caseous type. (Table 7) 

   7. Occupation of the cases working at the time 

of inquiry was presented in Table 8. The most 

common occupation was clerk in 1955 group and 

farmer, fisherman and woodman in 1943 group.


